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肝高の阿麻和利

　

感
動
産
業
の
創
成
に
つ
い
て
は
、

現
代
版
組
踊
「
肝
高
の
阿
麻
和
利
」

を
は
じ
め
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
造
と
感
動
体
験
型

産
業
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

 

第
４ 

誰
も
が
健
康
で
、
互
い
に

助
け
合
え
る
地
域
を
育
て
ま
す

　

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
う
る

ま
市
地
域
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、

う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生

委
員
・
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
な
ど

の
関
係
団
体
と
連
携
し
、
市
民
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
、
多
様
な
生
活
課
題

の
解
決
に
向
け
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

地
域
福
祉
計
画
は
中
間
年
度
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
点

検
し
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

　

障
が
い
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
障

が
い
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
障
が
い
者
が

地
域
で
共
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指

す
と
と
も
に
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
次
期
計

画
に
向
け
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
景
気
低
迷

の
中
、
滞
納
世
帯
の
増
加
や
医
療
費
の
増
大

な
ど
国
保
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
一
段
と
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
被
保
険
者
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

関
係
機
関
と
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
医
療

費
の
適
正
化
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

な
ど
の
保
健
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
伸
び
続
け
る
医
療
費
を
抑
制
す
る

た
め
、
引
き
続
き
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

普
及
・
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
保
険
税
の

収
納
率
向
上
対
策
を
強
化
し
、
国
保
の
健
全

運
営
に
努
め
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、
国
に
お

い
て
は
新
た
な
制
度
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
被
保
険
者
に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ

う
沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連

携
を
図
り
、
的
確
な
事
務
処
理
と
制
度
の
周

知
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
に
つ
い
て
は
、

健
康
診
査
の
受
診
促
進
に
努
め
る
ほ
か
、
被

保
険
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
集
団
検

診
等
の
無
料
化
と
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

検
診
費
の
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
生
涯
に
わ
た
り

生
活
の
支
え
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
窓
口
相
談

や
広
報
活
動
等
で
制
度
の
周
知
を
図
る
と
と

も
に
、
年
金
事
務
所
と
連
携
し
市
民
の
年
金

受
給
権
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
要
保
護
者
の
複

雑
多
岐
に
わ
た
る
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、

実
施
体
制
の
強
化
や
関
係
部
署
及
び
機
関
と

の
連
携
を
図
り
、
き
め
細
や
か
な
指
導
及
び

助
言
を
行
い
ま
す
。
ま
た
適
正
保
護
に
も
努

め
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
保

障
と
被
保
護
世
帯
の
自
立
支
援
を
図
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、「
健
康
う
る
ま

21
」
に
基
づ
き
、
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
に

至
る
ま
で
、
母
子
保
健
事
業
、
予
防
接
種
事
業
、

健
康
増
進
事
業
な
ど
を
通
し
て
、
市
民
と
共

に
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
本
年

度
は
「
健
康
う
る
ま
21
」
の
中
間
年
度
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
評

価
し
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
計
画
に
向
け
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

　

成
人
保
健
に
つ
い
て
は
、
各
種
健
康
診
査
、

健
康
相
談
、
訪
問
指
導
等
の
保
健
事
業
を
実

施
し
生
活
習
慣
病
予
防
や
、
が
ん
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
努
め
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
赤
ち
ゃ

ん
が
元
気
に
生
ま
れ
育
つ
た
め
、
妊
婦
健
康

診
査
公
費
負
担
を
継
続
し
、
妊
婦
の
健
康
づ

く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
と
し
て
乳
幼
児
健

康
診
査
の
充
実
を
図
り
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
保
護
者
と
確
認
す
る
と
と
も
に
、

発
育
・
発
達
に
つ
い
て
は
適
切
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
個
別
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

　

感
染
症
等
対
策
に
つ
い
て
は
、
予
防
接
種

の
啓
発
及
び
周
知
に
取
り
組
み
、
接
種
率
の

向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、「
麻
し
ん
排
除
計

画
」
に
基
づ
き
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
実
施
す
る
ほ
か
、
本
年
度
か
ら

新
た
に
、
子
宮
頸
が
ん
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

菌
ｂ
型
（
ヒ
ブ
）、
小
児
用
肺
炎
球
菌
の
各
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
実
施
し
、
感
染
の
予
防
に
努

め
ま
す
。

　　

高
齢
者
福
祉
、
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、「
う

る
ま
市
高
齢
者
福
祉
計
画
」
及
び
「
第
５
期

う
る
ま
市
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
健
康
で
生

き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
在
宅
福
祉

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
児
童
の
健
全
育

成
を
図
る
た
め
、
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関

と
の
連
携
や
児
童
館
・
学
童
ク
ラ
ブ
の
支
援

に
取
り
組
む
ほ
か
、
本
年
度
は
新
た
に
児
童

館
建
設
に
向
け
て
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。 健康福祉センターうるみん


